General Analysis about the Function and use of Payao（Fish Aggregating Devices） －Case Study in Okinawa ‐ Prefecture by “The Modern Study Approach”－ by 若林 良和 & Wakabayashi Yoshikazu




General Analysis about the Function and use of Payao（Fish Aggregating Devices）











3 つ で あ る。第 1 に、極 め て 多 様 な 形 態 を 持 つ パ ヤ オ を FADs（Fish Aggregating 
Devices、集魚装置）と総称して広義に捉え直し、用途・設置位置・機能性から「先端
型」・「簡易型」・「伝統型」パヤオの 3 つの分類を試みた。第 2 に、人文学・社会科学の先
行研究を踏まえ、今後の研究アプローチとして「現代的アプローチ」と「歴史的アプロー







































































れらを用途、設置位置、機能性の 3 点から分類すれば、表 1 のとおり、3 つのタイプに整理できる


































先端型 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 多面的
簡易型 ◎ ○ ○ ◎ ○ 複合的






































　宮古島市は、沖縄本島の南西方約 290 km、石垣島の東北東約 130 km の距離に位置する。2005
（平成 17）年 10 月に平良市や伊良部町などの 5 市町村で合併した宮古島市は人口約 5.5 万人であ
る。宮古島市は、宮古本島と池間島、大神島、伊良部島、下地島、来間島の大小 6 つの島で構成
され、高温多湿の亜熱帯海洋性気候に属している。




















　宮古島市内にある指定漁港は 14 港（沖縄県管理の 6 港と宮古島市管理の 8 港）もあり、代表的な
ものは池間漁港（第 4 種）、佐良浜漁港（第 1 種）、荷川取漁港（第 2 種）、狩俣漁港（第 1 種）であ
る。宮古周辺海域における漁業権（2011〈平成 23〉年）は共同漁業権のほか、特定区画漁業権も
36 カ所あって 1,136 万 m2 に及ぶ。登録漁船（2010〈平成 22〉年）が 545 隻であり、宮古島市の漁
業経営体数（2008〈平成 20〉年漁業センサス）は 320 経営体と減少傾向だが、沖縄県全体の約 10％
を占める。旧市町村では、平良地区 188 経営体と伊良部地区 85 経営体で全体の 8 割強を占めてお
り、両地区は水産業の中心地域である。
　（ 3 ）漁業生産
　2000（平成 12）年から 2009（平成 21）年まで 10 年間の漁獲量と漁獲金額をみておく。漁獲量
は表 2 のとおり、魚類 1,500～1,700 トン、貝・動植物・海藻類 60～220 トン、海面養殖 700～
1,900 トンの間を推移している（表 2 参照）。漁獲金額は表 3 にあるように、魚類 6.3～11.2 億
円、貝・動植物・海藻類 0.5～1.3 億円、海面養殖 2.9～7.2 億円と乱高下して漸減の状態にある
（表 3 参照）。魚種別では、カツオ・マグロ類は漁獲量で全体の 50％以上、漁獲金額で全体の 40％
以上を占めて突出している。平均漁獲量はマグロ類 546 トン、カツオ類 416 トンで、その漁獲金
額もマグロ類 2.5 億円、カツオ類 1.0 億円に及ぶ。これらにタカサゴ類やブダイ類が続いてい
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の 1960（昭和 35）年代に 16 カ所もあった鰹節工場は、鰹節価格の低迷、従事者の高齢化や原魚
の不足により、2010（平成 22）年現在、佐良浜地区の 3 カ所にとどまり、生産量・生産額とも低
位にある。
　（ 5 ）水産物の流通と消費














































































































は沖縄海域 163 基（沖縄県設置 49 基、地元漁協などの設置 114 基）、日向灘・土佐湾沖海域 16 基






径約 7 m、重量約 50 トンで、水深 1,000～1,800 m に海底アンカーがある。これには GPS や風向
風速計、流向流速計、水温計などが装備され、それらによる海況情報は通信衛星を通して沖縄県水
産試験場、各漁協へと提供されている。2001（平成 13）年 1 月当時、八重山海域のニライ 12 号、








して網目状の円筒形になったものを海面下 30～50 m に係留し、水深約 1,000 m に海底アンカー
を据えたものである。このパヤオのメリットは、①カツオ・マグロ類の集魚効果が大きく、漁獲の
確実性も高まり、漁獲金額アップにつながること、②漁船などの航行上の安全性も高いこと、③設
置費用も 5 分の 1 以下の 2,000 万～ 3,000 万円と割安であることがあげられる。宮古周辺海域で












1,200 m の海域でブイをつらねた表層型パヤオ 6 基が設置された。当初はカツオ類の蝟集効果をね
らっていたが、実際には、魚価の高いキハダマグロをはじめマグロ類が予想外に集魚した。それ
で、小型の曳き縄漁船が流し釣り漁法でマグロ類を多く漁獲するようになった。この時期のパヤオ
による漁獲金額は 30～40 億円に達し、沖縄県全体の 35％前後を占めた。また、宮古地区のパヤ
オ設置前後におけるカツオ・マグロ類の漁獲実績をみると、パヤオ設置前（1980 年）が漁獲量 802
トン、漁獲金額 2.7 億円であったが、設置後（1983〈昭和 58〉年）は漁獲量 1,531 トン、漁獲金額
4.2 億円と 2 倍近くに達した。そして、パヤオでのカツオ・マグロ類の漁獲量は 2005（平成 17）
年になると、宮古地区の漁獲量全体の約 57％に相当する 972 トンに及んでいる。そして、小型曳




オ 48 基、表層型パヤオ 79 基の合計 127 基が設置されている。
　2008（平成 20）年の宮古周辺海域のパヤオ設置数は 13 基であった。その内訳は、宮古沖合 15
～20 マイルの海域に、国と沖縄県が設置した表層型パヤオのニライ 1 基、海面下 50 m に設置し
た中層型パヤオの琉宮 9 基、漁協が設置した「簡易型」パヤオ 3 基（表層型パヤオ 1 基、表中層型
パヤオ 2 基）である。2010（平成 22）年 7 月には、新しいタイプの表中層型パヤオである海宝は宮
古島北西の海域に敷設された。そして、2011（平成 23）年 3 月に、10 年の耐用年数を迎えたニラ
イ 15 号は表中層型パヤオの海宝に更新されて、宮古周辺海域には 24 基のパヤオが存在する。
２）設置当初のパヤオ漁業の再構成





ル、水深 900～1,200 m の海域















後わずか 1 か月で 130 トンの顕
著な漁獲があった。1983 年度
のカツオ・マグロ類は漁獲量

















は、図 3 の よ う に、オ モ テ で
PP ロ ー プ 5 mm（20 m）～ ニ
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機～トト糸 30 番（20 m）～ニュー
クローテグス 40 号（50 m）～より









は、パヤオ周辺で約 200 m ロープを
係留し停泊（仮泊）しながら操業を
行なった。
　1982 年から 1983 年の 2 年間で、
伊良部漁協だけで独自に 12 基のパヤオを設置したが、そのうちの 10 基は 3 か月以内に、残りの
2 基も 1 年以内に、それぞれ切断・流失した。その原因は台風襲来や事故のほか、パヤオに漁船が





実績を対比し検討しておく（14）。その時期は、設置前の 1980（昭和 55）年の 6 か月間と 1981（昭
和 56）年の 4 か月間、設置後の 1983（昭和 58）年の 5 か月間である。設置前の場合、1 か月当た
りの平均値でみた場合、操業日数 15 日、水揚金額 56.4 万円、燃料等経費 20.7 万円、差引収益
35.7 万円であった、他方、設置後の場合、操業日数 16 日、水揚金額 75.6 万円、燃料等経費 14.4
万円、差引収益 61.2 万円となった。操業日数には大差がないが、水揚金額 19.2 万円（約 34％














① トト糸 30 番 20 m
ニュークローテグス 40 号 50 m
釣針カンツキ 21 ～ 22 号
② PPロープ 5 mm 20 m
ニュークローテグス 40 号 50 m
































る。その下部組織として、伊良部漁協小型船主会 28 隻、宮古島漁協浮魚礁利用生産部会 25 隻、









表 4 ニライ ･ 琉宮の浮魚礁維持管理負担金 
漁船トン数 維持管理負担金 摘  要
3 トン未満 2,000 円
3 ～ 5 トン未満 3,000 円
5 ～ 10 トン未満 4,000 円 カツオ漁船は、  50,000 円
10 ～ 20 トン未満 20,000 円 カツオ漁船は、100,000 円
20 トン以上 100,000 円 カツオ漁船は、100,000 円
再交付申請料
1,000 円 承認証 1 枚につき





ある。それに伴う年間利用料金は、漁業目的のみの場合、3 トン未満が 1 万円、3 トン以上が 1.5
万円、カツオ漁船 3 万円となっている。遊漁目的を加えた追加利用料金は、遊漁客 1 人につき
1,000 円（利用承認旗）である。遵守すべき事項は利用承認ステッカーの掲示（承認期間 2 年）、漁
獲実績の報告となっている。それから、規定違反としては、漁獲実績の報告怠慢や操業違反が 1











になっている。遊漁案内のパヤオ利用料金は 1 人につき 1,000 円で、パヤオの設置・維持管理費











　第 3 に、県外の漁業者とのトラブルが現在、最も憂慮すべき状況にある。1998 年に久米島や大
東島の周辺海域で宮崎県の近海カツオ一本釣り漁船とのトラブルが発生した。それで、宮崎県との
間で、3 項目（①宮崎県漁船が沖縄県パヤオ周辺で操業するのを禁止すること、②沖縄県パヤオの上限を











年現在、26 隻（内訳は 1 人乗り漁船 21 隻、2 人乗
り漁船 5 隻）の所属漁船がある。漁船の規模は 4
～5 トンクラスが主流になっている。船主会メン





























間は、東から南に至る海域で 16 マイル・約 1 時
間半、西から北に至る海域で約 19 マイル・2 時間程度である。
　パヤオ周辺海域では、一本釣り漁法でカツオ類が、流し縄漁法でキハダマグロがそれぞれ漁獲さ
れている。カツオ一本釣り漁船の多くがパヤオを利用し、いわゆる、ムレオイ（素群れなどを追い














　パヤオ周辺海域における漁業者の禁止事項は、次の 3 つになっている。第 1 に、漁船からパヤ





業と遊漁の兼業は認められており、伊良部漁協では、M 丸と S 丸の 2 隻が対応している。M 丸の
I 氏の場合、遊漁対応は年間 4～5 回程度で、あくまでも漁業が本業である。2009 年より伊良部島
在住者（元神奈川県教員）の紹介で、I 氏は修学旅行生 20 名を受け入れている。
　従来、宮古地区のカツオ漁船が 5 月から 10 月まで約 6 か月の出漁に限られるために、カツオ漁
業者は冬季の休漁を余儀なくされて他の仕事に従事していた。しかし、パヤオ設置によって、その
制約がなくなり、周年操業化は進展した。カツオ一本釣り漁業では 1 隻に約 10 人が乗り込んで操
業するが、パヤオでの曳き縄漁法や流し釣り漁法は 1 人でもできるようになった。さらに、5 トン
未満の小型漁船で周年操業ができるようになり、若年漁業者は増加した。船主会の主力メンバーで











　「パヤオ発祥の地」を標榜する伊良部漁協は、2007（平成 19）年 8 月 8 日にパヤオ漁業の着業
25 周年を記念して「パヤオの日」を制定した。その目的は、パヤオの秩序ある利用を推進しなが





な総合利用を考えた海業への取り組み強化が行なわれた。2007 年以降も、毎年 8 月 8 日に伊良部
漁協が中心となって、パヤオの記念イベントによる水産振興や地域活性化に向けた取り組みを展開
している。





　第 1 回は 2007 年 8 月 8 日 15 時より佐良浜漁港で開催した。当日の式典では、「パヤオの日」
制定宣言が宮古地区パヤオ管理運営委員会の友利義文会長（現在の伊良部漁協組合長）によって行
なわれた。その宣言文は以下のとおりである。









　宮古周辺海域には沖縄県により、平成 7 年度に「ニライ 2 号」、平成 14
年度に「ニライ 15 号」が設置されました。平成 14 年度に中層型浮魚礁 3
基と、平成 17 年度にさらに 3 基が設置され、我々が設置した簡易型パヤオ
が 6 基あります。






「8 月 8 日」を「パヤオの日」と制定することをここに宣言します。





ヤオの日」の 8 月 8 日にちなんだ 880 円大安売り会、パネル展示が行なわれ、祝賀会もあった。
祝賀会では、伊良部漁協の小型船主会と女性部による手づくり料理が振舞われ、パヤオ漁業大会の
表彰に続いて多様な余興が繰り広げられた。
　（ 3 ）第 2 回パヤオの日まつり













　（ 4 ）第 3 回パヤオの日まつり
　第 3 回は 2009（平成 21）年 8 月 7 ～ 9 日の開催となった。式典が 7 日に伊良部漁協の佐良浜漁










ツオ類・カジキの 3 魚種で大物賞と大漁賞が設けられた。そのほか、7 日にジャンボ釣り大会、8
～ 9 日に宮古周辺海域での種苗放流もあった。
　（ 5 ）第 5 回パヤオの日まつり
　第 5 回は 2011（平成 23）年 8 月 8 日開催を予







































　名護市では、約 10 年間、海上で稼動していた大型の「先端型」パヤオであるニライ 14 号が陸
揚げされ、展示活用されている。これは 1990 年代から沖縄県が 15 基を設置した大型パヤオのう
ちの一基である。アンテナ部分も含めると高さ約 19 m、直径最大約 13 m のニライ 14 号は伊平屋
島沖に設置され、本島周辺では最後の表層型パヤ




　沖縄県は、2010（平成 22）年度で設置 10 年の
耐用年数が経過すること、搬送費や海底に固定す





















　2009 年 10 月にオープンした名護漁港内の水産物直売所では、セイイカや唐揚げ、天ぷらなど
が売られているほか、食堂・レストランもある。これらの施設は名護漁港に面しているものの、国









































（ 3 ）筆者の研究方針からすれば、厳密には FADs と記すべきである。ただ、慣用的な用法を沿って、本論では、
これ以後の表記はパヤオとする。
（ 4 ）廣吉（1993）では、1980 年代を中心に沖縄県のパヤオ漁業の全容が鳥瞰でき、漁業経済学の分野で先駆的な
検討を行なっている。




















（15）伊良波（1983）の p8 と前里（1984）の p5 に示された報告をもとに、筆者の調査で得られたデータも含めて
取りまとめたものである。
（16）鹿熊（1998）の分析に依拠しながら、筆者の調査で得られたデータを含めて検討したものである。
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